
 

加古川市の雨水対策について 

 

 加古川市における下水道（雨水）事業は、加古川市公共下水道事業計画に基づき、  

過去に浸水被害の発生が集中している区域から優先的に整備を進めています。 

近年、ゲリラ豪雨の多発や台風の強大化に加え、宅地化の進展に伴う都市の保水機能

低下による流出増など、状況が変化しており、更なる浸水対策と早急な事業効果発現が

必要となっています。 

しかし、雨水幹線は断面寸法も大きく、既存水路等を生かしながら改修する必要があ

るなどの理由により、整備に期間を要するとともに、事業費が高額となることもあり、

現時点での下水道（雨水）事業の整備率は 45.6％と、まだまだ十分とは言えません。 

今後も、引き続き「ながす」対策として、雨水幹線整備を確実に進めながら、並行し

て「ためる」対策として、既存の農業ため池を雨水調整池に位置付け整備していく予定

です。 

また、効果的な浸水対策を進めるために、下水道事業だけではなく、河川管理者やた

め池管理者など、治水対策に係る各事業者と連携しながら、対策を進めていくこととし

ています。 

 

下水道（雨水）事業の概要 

整備率及び整備目標 

 雨水整備率※1（R2.3 末現在） ：45.6％ 

 目標値(R10)   雨水整備率：51  ％  （加古川市下水道ビジョン 2028） 

※１・・・雨水整備率＝雨水整備完了区域面積／雨水事業計画区域面積×１００（％） 

            ＝１,５７８ha／３,４６４ha 

主な実施中（予定）の事業 

 別府川 5－7号雨水幹線整備事業(北野川の整備) 延長：1,740m 期間：H22～R4 

 別府川 9－2号雨水幹線整備事業(松風こみちに占用) 延長：865m  期間：R3～R6 

 別府川第 14 排水区調整池整備事業（源太池の整備） 容量:V=10,000m3 期間：R4 

                                  （予定） 

 

【参考】 過去に被害が発生した災害 

 平成 16 年の台風 21,23 号…高潮の影響を受けやすい浜手の別府地区で、道路冠水

による通行止めや床上浸水など多くの被害が発生。 

※集中的な雨水幹線整備（雨水幹線への流入渠やバイパス管の整備）等により、   

概ね改善が図られている。 

 平成 23 年の台風 12,15 号…志方、神吉地区で大きな被害が発生 

※浸水被害の主な原因であった法華山谷川において、兵庫県や下流域の高砂市ととも 

に緊急治水対策を進め、この度、床上浸水対策に係る事業が完了している。 

 

≪資料⑤≫ 





別府川第14排水区調整池整備事業（源太池）

調整池 Ｖ＝10,000ｍ3（5,000㎡×2ｍ）

事業予定 R2詳細設計、R4工事（予定）

別府川第5-7雨水幹線整備事業（Ｈ22～R4）
Ｌ＝1.74km

Ｗ×Ｈ＝4,700×2,200～2,900×1,400

別府川第9-2号雨水幹線整備事業（R3～R6）
Ｌ＝0.86km

Ｗ×Ｈ＝2,500×2,500～2,100×2,100

下水道（雨水）事業箇所位置図
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